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・ガバナンス・アワード2013

　巨額の損失�し、食品偽装問題と、企業の不祥事が次々と発覚。会社ぐるみの不正な行為を監視する仕組みであるコーポレート・ガバナンス（企業統治）、

リスクマネジメントの重要さが改めて問われている。そんな中、企業の事業活動を通じて社会的な簾‐を解決していくことを目指すCSV経営を提唱する日本マ

ネジメン になって「コー丞レート・ガバナンス・アワード2019」（主催：日本マネジメント総合研究所共催：フジサ

ンケイピジネスアイ）が11月19日（火）、東京・新宿区のホテルグランドヒル市ヶ谷で行なわれた。半ば、経営陣に媚びるような実態として「経営に貴する監

査」になってはいないか、ガバナンスは、どうあればいいのか。直面する問題のヒントを求めて、たくさんの実務家・専門家が熱心に耳を傾けた。

　｢靭㈱資‾|

　　社内で｢もの言えば、

　｜経営者の不正を通報した

り､ガバナンスとして健全に対

応していこうとする人が､社内

で･爪弾きにされたり､冷遇され

唇寂しい……」とならないために、問題提起をする通報者・提言者の勇気ある行動にエールを!

るという間違った企業風土がま

だまだ残っているように思われ

ます｡社会として､澗気ある発言

をする方途をちゃんと応援して

いますよと､エールを送らせて

いただける活動をしたいと思い

至り、こうした会を開催させて

いただいています｣とは､“コー

ポレート･ガバナンス･アワー

ド‘の主宰である戸村氏。

【監査に資する経営が社会的

に求められている！】

　会は、主にコーポレート・ガ

バナンスについての講演を中心

に進められたが、冒頭の基調講

演で、戸村氏は、r「経営に責す

る監査」と企業統治』につい

て、次のように語っている。

　　「監査とは何かを、いま一度

問いただす必要がある。つま

り、経営に半ば媚びるような。

　“経営に貴する監査”になっ

ていないかということです。監

査とは、会計帳を見つめること

でも、チェックリストや監査基

準を見つめることでもなく、経

営そのものを見つめていなけれ

ばならない、－脊が見つめる先

に、経営のあるべき受が見えて

いることが大切なのです。ま

た、監査はプレーキによく例え

られますが、悪いことを見過ご

さないでちゃんと指摘すること

は、下り坂でのエンジンブレー

キのようなものです、最適な速

度を保って、安全に走り続ける

ために必要なプレーキなので

す」とは言え、真っ当な監沓を

実行しようとすると、経営陣に

楯突くような結果になることも

ある。こうした時に、精神的な

独立性を保てるのかという課題

匹

　　コーポレート・ガバナンスの在り方をめぐり、パネルディスカッションで激突！

　　「コーポレート・ガバナンス　が、具体的に、企業価値向上の

・アワード2013」の後半には、　ために何をすれぱいいのでしょ

日本大学大学駒グローバル・ピ　うか。

ジネス研究科の弁川紀道教授、　弁川：一般的に言えぱ、いい戦

社会貢献団体のディレクトフォ　駱が重要なことの１つでしょう

ース監査役部会会員で監査のス　ね。しかし、前のめりになるの

ペシャリズトである野末正博　ではなく、例えぱ、その戦略に

氏、それに戸村氏（司会進行）　瀋むリスクまで考えるバランス

による特別パネルディスカッシ　感覚が求められます。そういっ

ョンが行なわれた。　　　　　た意味でも、内部統制、ガパナ

　｛高い次元のガバナンスが、・　ンスの問題を高い次元で掲げて

企業価値の向上に繋がる｝　　　行くことが、企業価値の向上に

戸村：多くの企業が、未だ「監　繋がるのではないでしょうか、

査に函える」「監査を凌ぐ」経。内部統制や監査の自己点検のプ

営の仕方をしている現状があり　ロセスは、内部監査そのもの、

ます、J-SI】X、あるいはISOが　それをさらに進化させ、次元を

　･｀・査に責する”マネジメン　高めることで、企業の社金的価

トシステムとして活用されてい　値まで高められる。それを実現

ないのが、とても残念です。井　させるためにも、会社組織を守

川先生は、常々、企業価値の向　ることを目的とした古き悪しき

上が大事だとおっしゃってます　正義ではなく、コンプライアン

にぶつかってしまう。

　｢内部監査人が人事部という

組織の中枢部門に人事権によっ

て縛られている状況で､監査が

実効性を持って機能するのか、

という問題がありますね｡諸外

国では取締役会に独立役員を登

用するのは常識的なことです

が､日本では､まだまだ抵抗があ

るようです､ＴＶドラマの『半沢

直樹』でもあったようなr監査を

乗り切れ！』ではなく､“監査に

資する経営"が社会的に求めら

れているのです｣。
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スという正義に目覚めた個人　で、現実的に社長の暴走は止め

を、きちんとサポートしてあげ　られるでしょうか、

ることが大切になってきます。　野末：その止め方を考えること

経営者に不正があれぱ内部通報　こそ、監査役の仕事だと思いま

する、告発することは、ある意　すね。私の経験から言えぽ、ス

昧で、会社や社会を放うヒーロ　　トッパーとして社外監査役は有

一であるという考え方が定着し　効です。社外の第三者の意見に

てほしいですね。　　　　　　は客観性があり、重要性が社長

戸村：正直は最良の懐である、　にも伝わりやすいのです。

ということですね。淮に従うか　戸村：内部通癩者が、社内的に

ではなく、何に従うかが重要な　弱者になっている例が多くあ

ポイントだと思います。ところ　る。こうした風土の中で、大切

なことを伝えるとしたら、何を

挙げますか。

弁川：やはり、内部調査をする

人や内部告発者の立場が珊いこ

とが問題。社会が、そこを丁寧

に放ってあげることが大事で

す。マスコミも世論を盛り立て

て、しっかりサポートしてくれ

れぱいいのですが、

野末：企業を健康にして継続さ

せることが大事だと思います

ね。会社の設守のときにやろう

とした社金的役割は、今出来て

いるのか。経営者は、どんな計

麺を描いているのか。その計圖

をきちんと評価できる力が求め

られるのではないでしょうか｡｡

そして、計画を基に、階段をー

段ずつ上がって行くプロセスが

重要だと思います。

戸村：ありがとうございました。

｢講漬月　実践的なコーポレート・ガバナンスのノウハウとヒントが詰まった、中味の濃い講演に聞き入った

【内部統制をする余裕を生み出すための

　　･、…………T　　　　　　効率化が必喜】

　　　.　　……j　大塚商会コンサルティングサー

　　こご’.･　　　ピスセンターのシステム監査技術

　り　

者で、公懇情報システム監査人

　　　･･･、　〔CISA〕でもある岸塚大乖氏が、
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　孚塚穴華氏

「内摺統制評価の効率化ポイン

ト」をテーマに、制度対応で終わ

らせないための実務について事例

を零げながら紹介した。

　　好一SOXに限って言えば、外部監査への対応ばかり

で、社内に改善の提言を発信できていないことが少な

くおりません。こうしたことを避けるには、内部統制

をする余裕を生み出すための効率化が必要」と話し、

効率化に向けた４つの基本ポイントを挙げた。そのポ

イントとは、「評価項目の削減」「評価作業の標準化」

　「評価体制の見直し」「IT統制の活用」である。

　　「制度上評価しなくてはならない項目を、なるべく

簡素化し、絞り込むことがポイントです」。

【３割近い企業が、リスクを理解しながら

　　　　　　　管理者の不正対策をしていない】

　　’　　　　次に、アクアシステムズマネー

　　;こ。　　ジャーで、情報セキュリティアド

　　　谷　　ミニストレータの安潭弘子氏は、

　　　j二　　「情報システム部門に対する内部

「4

1統制とデタペス監査」につい

　　　　､4　　て講演。管理者対策とデータベー

　安潭弘子氏　　スの重要性について語った。

　「情報システムにおいて、特別な権限を持ち、何で

もできてしまう管理者の不正対策はとても重要｡･国

内の意識調査でも、データベース管理者の10％近くが

　r不正をするかもしれない』と答えています。こう

したリスクを理解していながら、３割近い企業は、権

限を持つアカウントの操作を記録・モニタリングして

いません、重大なセキュリティ事故の原因は、内部に

よることが多いのです」。

　信頼は絶対に必要だが、検証（操作の記録）も重要

だと言うのである。

【リスクマネリメントがガバナンスに曹がる】

　襖いて講師として登場したコン

サルティング会社のサイバーピジ

ネス代表取締役である戸田浩二氏

は､｢リスクマネジメントとコーポ

レートガバナンス｣をテーマに､ガ

バナンスのあり方について語った。

　｢食品偽装の問題が大きな話題
　　　　　　　　　　　･-㎜㎜㎜|■㎜■=--=・－・。　　戸田浩二氏　　になっています｡’リスクマネジメ

ントとガバナンスの観点から考えると、リスクマネジ

メントができていなかったか６、ガバナンスもうまく

出来なくなっているのです、コントロールすべき要因

を礁実に把握すること、例えぱ直下型地震が発生した

場合などの緊急時における法的リスクや、企業の成長

靴路におけるリスクなど、妻因に応じたリスクを洗い

直した結果で社内をコントロールして行くことが、ガ

パナンスには必要です」。

　組織の目的に対する不礁かさをマネジメントするこ

とが、リスクマネジメントであり、「リスク対応の評

価を協議し、社内コンセンサスを得ることが大切だ」

と言うのだ。


	page1

